
入間川東側エリアにおける追加調査（調査結果まとめ）

○ 調査対象地域（入間川東側エリア）の表層地盤において、既往の研究結果及び現場での調査結果等から、トンネ
ル掘進に伴う振動によって地盤を弱めたという事実は、確認されませんでした。

トンネル掘進に伴う振動は、加速度が最大でも震度0相当（約4.5gal）と十分小さく、この振動により土粒子が移動することは、通常
考えられません。
既往の研究結果では、緩く埋め立てられた地盤や造成盛土等において、土粒子が移動するような地震動等が作用した場合には、
「土の揺すり込み現象」による締固めにより密度が増加するとされています。
標準貫入試験や不攪乱試料のX線によるコア内部の観察等の結果、特異な空隙や空洞は確認されず、トンネル掘進の影響がない
箇所の調査結果と比較しても地盤強度の違いは見られませんでした。
液状化判定を行った結果、液状化が発生する可能性はないものと判定されました。

○ 一般的に、地盤に特異な空隙や空洞が生じる原因は、土粒子の流出等が考えられますが、今回は、その事象を確
認するに至りませんでした。

調査対象地域での武蔵野礫層天端の落ち込みは確認されておらず、既往の調査においても、土砂取り込み過ぎによる地盤の緩み
はトンネル直上以外で確認されていません。
長期的な地下水位の変動、下水道の損傷等がありましたが、今回は、土粒子の流出の有無について、確認されませんでした。

○ 調査対象地域の表層地盤は、その周辺地域と比較しても地盤強度に違いは見られず、室内での詳細な強度試験
の結果、N値が低い層を含め、一般住宅の基礎構造として、べた基礎や布基礎を適用できる基準を上回る強度（長
期許容応力度）を有することが確認されました。

＜対応方針＞
○ 引き続き、住民の方々のご意見を個別にお伺いしながら、

家屋損傷をはじめとする実際に発生した損害に対する補修・補償
陥没・空洞箇所等の地盤補修範囲における地盤補修

について、誠意をもって対応していくことに加えて、有識者にも相談しつつ必要な調査を実施し、住民の方々の不安
の払拭に努めてまいります。
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入間川東側におけるボーリング調査結果

●入間川東側地域の地盤状況を確認するため、ボーリング調査を実施しました。
●調査の結果、地盤の硬さを示すＮ値は概ね５０以上となり、調査箇所の地盤が緩んでいる事実は確認されませんでした。

■位置図

東側

凡例

東側
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入間川東側におけるボーリング調査結果

No.Ⅰ ボーリング柱状図 No.Ⅱ ボーリング柱状図
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今回調査範囲

●入間川東側地域の地盤状況を確認するため、Bor.No.ⅠとBor.No.⑥の間で音響トモグラフィ探査を実施しました。
●測定される音波（P波）の速度（Vp）の速度分布は、Bor.No.Ⅰ～⑥間でほぼ一様であり、地盤の緩みや空洞を示唆する低速
度域は確認されませんでした。

■位置図 ■調査範囲縦断面図

Bor.No.Ⅰ Bor.No.⑥

入間川GL=TP+31.227m

：音波が伝播しなかった範囲

入間川東側における音響トモグラフィ調査結果

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

－32－



地表面計測・巡回

●陥没・空洞事故発生後、周辺地域の地表面変位計測と巡回員による監視を継続してまいりました。

【地表面変位計測結果】
2020年10月31日以降、陥没・空洞箇所周辺で実施している水準測量の結果や巡回において、大きな変
位等は確認されておりませんが、１回/日の水準測量やガードマンの巡回による監視は継続致します。

地表面変位計測結果
3D点群データ調査車両イメージ

巡回写真

●4月11日（月）～15日（金）のうち2日間で、公道を対象に専用車両を用いて３D点群データの計測を
行います。
今後、新たな地表面変状が確認された場合などにおいては、必要に応じて３D点群データの再計測を
行い、状況把握に活用してまいります。
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地表面変位計測結果
計測点A

計測点B

計測点C

計測点D

計測点E ※地表面の沈下が継続している傾向が確認されたことから、シールドマシン通過後に追加した計測点
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地表面変位計測結果

計測点F

計測点G

計測点H
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地表面変位計測結果
計測点I

計測点J

計測点K

計測点L

計測点M
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埋設物取換工事

埋設物取換工事
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地表面変位計測結果
計測点N

計測点O ※地表面の沈下が継続している傾向が確認されたことから、シールドマシン通過後に追加した計測点

計測点P ※地表面の沈下が継続している傾向が確認されたことから、シールドマシン通過後に追加した計測点

計測点Q ※地表面の沈下が継続している傾向が確認されたことから、シールドマシン通過後に追加した計測点

計測点R ※地表面の沈下が継続している傾向が確認されたことから、シールドマシン通過後に追加した計測点
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地表面変位計測結果

計測点S
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補償等（補償対象地域・地盤補修範囲）

補償対象地域

地盤補修範囲
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補償等（補償の方針）

（ 補償方針）

・ 本事故により建物等に損害が発生した場合において、原則として従前の

状態に修復、復元するなど原状を回復（ 補修） いたします。

・ それ以外に実際に発生した損害につきましても補償いたします。
補償項目としては、家賃減収相当額、地盤補修工事完了後において生じ
た不動産売却損、疾病等による治療費などです。

・ 相談窓口や個別訪問時に、皆さまから不安や被害の状況をお伺いしてお
りますが、実際に発生している損害は個々 の事情によって異なっており
ます。引き続き状況をお伺いし、誠意をもって対応いたします。

・ 地盤補修範囲にお住まいの方へ、仮移転または事業者による買取り等のご
相談をさせていただいております。

・ 補償に関する専門チームを設置し、個別に内容やご事情を確認しながら、
誠意をもって対応してまいります。
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補償等（相談窓口）

○東つつじケ丘に、常設の相談窓口を設置

開設時間：平日 10：00～17：00
（事前予約のご協力をお願いします）

相談窓口入口

位置図

相談ブースのイメージ

相談受付所
YSコア 地下１階

つつじケ丘駅 ぶんぶん公園

住所：東京都調布市東つつじケ丘2丁目30-4
YSコア 地下1階

TEL：03-5969-9185
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補償等（現在の対応状況）

○陥没・空洞箇所周辺の約１,０００件の方へ､補償や家屋中間調査に関するご案内
等を行うとともに、専用フリーダイヤルや相談窓口等において、住民の皆様からの
ご相談やお問合せ等に対応させていただいております。

○家屋中間調査を実施したお宅の補修工事を行う等、被害の申し出をいただいた
住民の皆様に、個別の事情をお伺いし、必要な補償・補修の対応をさせていただ
いております。

○地盤の補修範囲にお住いの皆様へは、確実に地盤の補修工事を行うため仮移
転または事業者による買取等のお願いをさせていただくとともに、調査や測量に
もご協力いただきながら、地盤補修工事の施工方法等の検討を行っております。
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補償等（補償・補修の状況等）

補償・補修の対応状況

令和４年２月２８日時点

対 応 状 況 件数

補償対象地域の世帯数 約１,０００

家屋調査のご相談がある世帯数 約 ２７０

うち、家屋調査が完了した世帯数 約 ２６５

うち、家屋の補修等を実施中もしくは完了となっている世帯数 約 ２４５

上記以外の実際に発生した損害に関する補償等のご相談について対応を行っている世帯数 約 ５５
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補償等（引渡しを受けた家屋について）

○現在、緩んだ地盤の補修を行うため、地盤補修範囲にお住まいの方に仮移転・買取など
のご相談をしており、すでに複数の方から家屋の引渡しを受けています。

○一般的に、空き家があると、「防災性の低下」・「防犯性の低下」・「ごみの不法投棄の誘
発」など周辺に悪影響を及ぼす恐れがあります。

○このため、引渡しを受けた家屋については、周辺住民の皆さま方への影響に十分配慮し
ながら、順次、解体を進めています。

空き家の現状と課題 国土交通省住宅局住宅総合整備課 より引用
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家屋解体の手順について

●引き渡しを受けた家屋については、防災・防犯上の観点から、家屋の解体を進めています。

●住民の皆さまへの環境影響に十分配慮し、騒音・振動対策を行いながら、家屋解体を行って
まいります。

●解体後は、近隣の方とご相談させていただきながら、フェンス等の仮囲いを設置いたします。

【解体手順（基本フロー）】

⑤人力または機械による解体

※廃材搬出時についてもダンプの荷台の養生を実施します

【シート養生イメージ】

①モニタリング装置の設置

④石綿（アスベスト）含有建材
（石綿含有けい酸カルシウム板が
含まれる部分の解体（人力））

②防音及び粉塵の外部養生 ③内装解体

⑥仮囲いの設置

※石綿含有けい酸カルシウム板
第１種は隔離養生を実施します

石綿（アスベスト）含有建材がある場合
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石綿（アスベスト）対策について

解体状況

●家屋解体前に石綿（アスベスト）含有建材の有無を調査します。

石綿含有建材については、大気汚染防止法、石綿障害予防規則などの各種法令に沿って、
解体します。

●現時点の調査結果によると、解体予定の家屋は、「石綿含有建材無し」または「建材飛散性
レベル３」に区分されます。

「 レベル3」 の「 石綿含有成形板等」 に該当するアスベスト含有建材の解体については法令で定め

られた「 掲示板の設置」 「 解体材の湿潤化」 「 防じんマスク着用」 「 石綿作業主任者の選任、特

別教育受講者による作業」 を実施します。

また、石綿含有けい酸カルシウム板第１種は、上記措置に加え、切断等により除去する場合は

作業場所をシート等で覆う「 隔離養生」 を行い、常時湿潤な状態に保ちながら作業します。

隔離養生による飛散防止
（石綿含有けい酸カルシウム板が含まれる場合）

湿潤化による飛散防止
レベル３

＜飛散防止対策例＞

湿潤化による飛散防止
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騒音・振動のモニタリングについて

●建物解体工事中の騒音値・振動値をリアルタイムに電光表示板に表示します。

●都民の健康と安全を確保する環境に関する条例・施行規則（東京都環境局）に定められた
基準値（騒音85ｄB・振動75ｄB）を遵守し、周辺環境に配慮しながら家屋の解体作業を行いま
す。

【計測器】

電光表示板 騒音計測器 振動計測器

【表示のイメージ】
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地盤の補修に関する流れ

【地盤補修工事の実施】

（現在）
・地盤補修工事の施工計画検討中

（次回）【地盤補修工事のご説明】
・地盤補修工事範囲の周辺にお住いの皆様に『地盤補修工事の計画』をご説明

【調査の協力のお願い】
・地盤補修範囲を特定するため、トンネル内からの調査や地上部での測量を実施
・調査や測量に際しては、土地所有者にお願いをさせて頂き、同意をいただいた上で、実施
・調査結果についてご説明

【仮移転・買取り等のご相談】
・確実に地盤補修工事を行うため、特定された補修範囲の土地所有者等関係権利者に、
仮移転または事業者による買取り等のお願い

【地盤補修工事の施工計画検討】
・上記の対応と併せて、有識者に確認の上、施工方法などの検討
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地盤補修に関する検討状況 （地盤補修工法）

高圧噴射攪拌工法 薬液注入工法

【 工法の特徴】
・ 地盤に改良体を造成する工法です

・ 定置式の施工設備が必要です

・ 大型重機を用いず、土中内で高圧
噴射による改良を行うため、重機
による振動の小さい工法です

機械攪拌工法

【 工法の特徴】
・ 地盤の強度が弱い箇所に薬液が浸透
して改良する工法です
・ 比較的狭い場所での施工が可能です

・ 小型設備での施工が可能であり、騒
音・ 振動の小さい工法です

【 工法の特徴】
・ 地盤に改良体を造成する工法です

・ 大型重機による機械撹拌を行う工法
です
・ 大型重機を用いて地上部で直接地盤
を撹拌するため、騒音・ 振動が発生
しやすい工法です

地盤補修マシン

地盤補修マシン

地盤補修マシン

地盤内に空気と固化材料を高圧で噴射さ
せ、土と混合攪拌して円柱状の改良体を造
成する工法です

ボーリングマシンを用いて地盤に薬液を
浸透注入して地盤強化を図る工法です

機械攪拌翼によって、固化材料と地盤を混
合して円柱状の改良体を造成する工法です

工法概要図

工法概要図

施工状況 施工状況 施工状況

工法概要図

●地盤補修工事は高圧噴射攪拌工法を基本に検討を進めています
●機械攪拌工法は大型重機での作業となるため、今回は採用しません
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地盤補修に関する検討状況 （高圧噴射攪拌工法の施工ステップ）

①ケーシング
パイプによる削孔

②ロッド挿入 ③ケーシング
パイプ引抜き

⑥地盤補修完了⑤地盤補修開始
④地盤補修準備

●高圧噴射攪拌工法
・固化材料を土中に噴射しながら土と混合撹拌して、円柱状の改良体を造成する工法です
・施工ステップは下記のとおりです

改良径
Φ3m程度
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市街地での施工状況

樹木近傍での施工状況

住宅地での施工状況

地盤補修に関する検討状況（高圧噴射攪拌工法）

●高圧噴射攪拌工法は、市街地や住宅地での施工や植樹の近傍での施工事例など多くの実績があります。

市街地での施工状況
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地盤補修に関する検討状況（高圧噴射攪拌工法）

●高圧噴射攪拌工法は多くの場所で、様々な土質を対象に地盤の改良や補強工事を行った実績があります。

JETCRETE研究会工事実績より地盤の改良や補強を目的とした実績を抜粋。
表記以外、工事実績多数あります

工事種別 発注者 施工場所 施工時期 施工目的 対象地盤 土質条件 施工規模 備考

工場建設 民間 神奈川県横須賀市 2006年4月～2006年5月 基礎地盤補強 砂質土 砂質土10＜N≦30 φ1.8m･1.1m×239本
稼働中の工場内
近接施工・狭隘施工

都市計画道路工事 地方自治体 神奈川県横浜市 2009年2月 底盤改良 粘性土 粘性土1＜N≦3 φ0.5m～3.0ｍ・106本

発電所工事 民間
北海道
上川郡

2010年8月～2010年12月 地盤補強 未固結凝灰岩 砂質土30＜N≦50 φ2.2m･3.3m×5本 狭隘施工

下水道工事 共同法人
東京都
江東区

2011年10月～2012年1月 底盤改良 砂質土
砂質土30＜N≦50
粘性土5＜N≦7

φ5.0ｍ×36本 深度45ｍ

鉄道工事 民間
千葉県
柏市

2012年12月～2013年3月 底盤改良
腐食土・粘性土・
砂質土

粘性土（N≦10）
砂質土（N≦30）

φ3.1ｍ~4.0ｍ×57本
営業線直下
近接工事

高速道路工事 民間
千葉県
市川市

2013年7月～2013年9月 底盤改良 砂質土 砂質土50＜N≦100 φ4.0m~5.5ｍ×148本 市街地

鉄塔工事 地方自治体
宮城県
仙台市

2013年12月～2014年8月 基礎地盤補強 風化岩 砂質土N≦10
φ6.4ｍ扇形×16本
4.5～16ｍ/本

市街地

高層ビル工事 民間
東京都
千代田区

2015年3月～2015年4月 地盤補強 砂礫 不明
φ3.6ｍ×4本
深度30ｍ

市街地

再開発工事 民間
東京都
新宿区

2016年1月～2016年6月 基礎地盤補強 粘性土・砂礫層 不明
φ4.0m×127本
深度24m

市街地

道路工事 地方自治体
東京都
世田谷区

2019年4月～2019年5月 地盤補強 シルト 粘土土N≦10 φ2.5ｍ×41本 市街地（住宅地）

宅地工事 地方自治体 熊本県 2019年6月～2019年10月 基礎地盤補強 凝灰質粘土 粘性土3＜N≦5 φ1.1ｍ~2.0m×80本 屋内施工（住宅地）
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地盤補修に関する検討状況 （使用する材料）

・薬液注入工法に使用する材料
使用材料：環境配慮型の水ガラス溶液型
使用実績：市街地・住宅地における造成工事や

高速道路事業における地盤改良工事
で使用実績多数

・高圧噴射攪拌工法に使用する材料
使用材料：環境配慮型のセメント系固化材
使用実績：市街地・住宅地における造成工事や

高速道路事業における地盤改良工事
で使用実績多数

●高圧噴射攪拌工法に使用する材料（固化材料）は、環境配慮型のものを使用します
なお、薬液注入工法を使用する場合の材料（薬液）についても、同様に環境配慮型のものを使用
します

●工事中は、周辺の観測井や入間川より採水・水質試験を実施し環境影響がないことを確認します

混合

セメント系固化材
水ガラス溶液型

主材 固化材

※環境配慮型とは、地盤補修の実施に伴う周辺土壌環境への影響を抑制した材料です
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律で定める
安全データシート（SDS）により環境への影響を確認し、安全・安心な材料を使用します
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地盤補修に関する検討状況 （植生環境）

●地盤補修工事を行った後の植生環境については、工事を行う前の現状の状態を確保します

• 地盤補修は東久留米層を基本として検討を進めており、植物の生育に必要な地盤の最小厚さ
１．５ｍ以上については、現在の土壌から変わらないため、植生環境への影響はございません

図 樹木の必要最小土層厚さ
（『セメント系固化材による地盤改良マニュアル（一般社団法人セメント協会）』より

厚さ約３m～７ｍ

図 地盤補修範囲イメージ

地盤補修部
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地盤補修に関する検討状況 （地下水への影響）

●当該地の地下水位（浅層地下水）は、約２ｍ程度の範囲で変動しています
●地盤補修工事に伴う地下水位変動は、地下水位上面付近で10ｃｍ未満と近年の降雨影響等による
水位変動と比較しても小さく、地盤補修工事が与える影響はごく小さいと考えています
●なお、工事中は近傍観測井戸において継続的に地下水位を観測していきます

約2ｍの範囲で上下
（長期的な傾向は上昇）

令和元年台風19号による
降雨時約50cm上昇

観測井戸位置図 地盤補修範囲

※浅層地下水位の低下・上昇ともに10ｃｍ
未満のため変動量が表示されていません 地盤補修範囲

変動範囲（＋側）
変動範囲（－側）

凡例
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地盤補修に関する検討状況 （騒音・振動対策）

●騒音規制法及び振動規制法に示す特定建設作業の規制基準（騒音：85dB、
振動：75dB）を遵守するとともに、更なる騒音・振動抑制のため、以下の対策
を検討しています

【騒音対策】
1.防音タイプの仮囲いを設置します
2.低騒音型の機械設備を使用します
3.固定の音源（発電機等）を防音パネルで囲います

【振動対策】
1.地盤補修マシンにゴムマット等の緩衝材を設置し、地盤補修マシンの稼働に伴い
地中に伝搬する振動の低減を図ります
2.礫層削孔時は削孔速度を落とし、地中に伝搬する振動の低減を図ります

仮囲いイメージ写真

高さ3.0m程度
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地盤補修に関する検討状況

今後、以下の検討項目などについて、住民の皆様に極力ご迷惑と
ならないように計画を策定し、着手前に地盤補修工事範囲の周辺
お住いの皆様にご説明させていただきます。

【主な検討項目】
●資機材ヤード・搬入計画
●地盤補修工事の施工ステップ等詳細計画
●騒音・振動抑制のための対策
●地下水等モニタリング計画

－57－



現場視察会の開催

２０２１年

１２月１０日、１１日 現場視察会を開催

○現場視察会の実施状況
12/10（金） １８組 ２４名
12/11（土） ３２組 ５７名
合計 ５０組 ８１名

〇主なご意見
・定期的また広範囲の人に見学できるようにしてもらいたい
・実際にどんな工事が行われているかわかって安心感につながった
・二度とトラブルの無いように施工してほしい

〇改善要望
・陥没箇所やシールドマシン付近までの見学を希望
・陥没、空洞事故について詳しい説明を聞きたかった
・開催告知をもっと早く知らせるべき

○上記のご意見等を踏まえ、今後も同様の視察会開催を検討してまいります
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